
第
二
巻
　
灘

羅

纂
　
　
憲
憂
．
巡
紀
考
誰

纂

憲
毫
懸
紀
軽
羅

文
學
樽
士
内
藤
虎
次
郎

　
乾
鮭
年
間
に
四
庫
全
書
を
編
纂
せ
し
時
、
墨
斑
大
典
の

中
よ
り
多
数
の
瓶
書
を
抄
出
せ
し
が
、
其
の
抄
出
せ
ら
れ

ざ
り
し
書
に
し
て
、
甚
だ
有
用
な
る
者
も
、
決
し
て
少
な

か
ら
ざ
る
こ
ご
は
、
か
の
宋
會
要
、
経
世
大
典
の
如
き
、

全
く
當
時
に
顧
み
ら
れ
す
し
て
、
後
年
男
松
、
文
廷
式
諸

氏
に
よ
り
て
、
再
び
永
樂
大
典
の
残
本
中
よ
り
抄
出
せ
ら

れ
し
を
幽
思
、
、
之
を
推
す
こ
．
こ
を
導
べ
し
・
こ
、
に
出
せ

る
憲
壷
蓮
紀
も
亦
其
の
一
に
し
て
、
實
に
確
確
大
典
憲
之

二
千
六
百
八
及
び
二
千
六
百
九
の
粗
製
に
載
せ
ら
れ
π
る

も
の
な
り
）
数
年
前
、
今
の
支
那
大
理
院
長
π
る
董
康
氏

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
、
哺
醐
　
　
　
　
八
山
ハ
　
（
　
八
（
ハ
）

が
山
尿
都
士
ロ
田
円
山
に
僑
寓
せ
る
時
、
・
永
仁
大
・
拙
ハ
腰
†
山
ハ
七
本
を

北
京
書
隷
よ
り
獲
て
将
來
し
、
我
が
京
郡
帝
國
大
學
、
共

他
の
大
円
書
館
及
び
有
志
の
人
々
に
分
配
せ
し
が
、
其
後

東
京
の
書
隷
文
求
堂
も
亦
数
本
を
北
京
に
獲
て
、
之
を
富

岡
謙
藏
氏
の
挿
架
に
適
し
凝
り
。
予
は
董
康
氏
よ
り
【
本

を
分
た
れ
た
る
が
、
即
ち
上
に
越
べ
た
る
二
憲
に
し
て
、

一
本
に
装
釘
さ
れ
あ
る
者
な
り
。
富
岡
氏
の
獲
祀
る
中
に

も
宋
吏
部
條
法
の
如
き
、
金
く
世
に
未
だ
知
れ
ざ
る
侠
書

あ
晒
ば
、
今
の
獲
本
中
に
も
街
ほ
幾
多
の
逸
書
な
し
ご
も

限
ら
す
○
乾
隆
の
纂
無
官
が
多
く
文
僻
に
關
す
る
者
を
抄

出
し
、
朝
章
國
故
に
關
す
る
者
を
典
雅
な
ら
す
ご
一
、
て
、

探
冷
せ
ら
れ
ざ
り
し
は
惜
し
む
べ
き
こ
ご
な
り
O

憲
壁
通
紀
は
元
代
御
史
害
箆
の
掌
故
に
關
す
る
官
輯
の
書
に

し
て
、
其
の
大
意
は
序
文
に
よ
り
て
知
る
を
得
べ
し
○
永

樂
大
典
憲
之
二
千
六
百
八
に
、

　
　
元
憲
藁
通
紀
序

　
　
御
史
藁
0
欽
惟
世
魍
皇
帝
O
稽
古
建
官
O
立
御
史
毫
O
登



　
　
庸
勲
禽
。
簡
抜
忠
良
㌔
糾
察
百
司
。
紀
綱
庶
政
∩
列
聖
相

　
　
承
う
膿
統
成
備
∩
輔
國
臣
民
。
永
世
紋
頼
。
其
詰
命
訓
飾

　
　
之
明
ら
選
揮
責
任
之
重
。
如
日
月
四
時
6
昭
著
而
有
序
○

　
　
筍
不
載
諸
謙
虚
。
何
以
垂
範
將
來
○
本
手
奮
有
浩
革
。

　
　
錐
大
網
既
學
。
而
節
目
猶
踪
Q
廼
情
強
考
簿
籍
Q
起
自

　
　
至
楽
五
年
○
以
迄
干
今
Q
凡
立
法
定
制
○
因
革
鍵
通
。
輿

　
　
夫
除
拝
先
後
，
官
聯
名
氏
っ
彙
集
成
書
っ
凡
二
十
四
憲
。

　
　
定
其
名
日
帯
芯
蛍
蛾
。
干
以
彰
禦
朝
任
風
憲
之
初
意
。

　
　
議
以
御
史
中
丞
懸
賞
徳
Q
侍
御
史
慕
中
奉
。
纒
歴
唆

　
　
南
6
郡
暖
域
有
用
9
王
警
醒
。
王
領
。
校
正
、
奏
請
乱
暴

　
　
墓
印
（
偏
頒
内
外
姦
．
憲
。
以
爲
一
代
之
盛
典
Q
且
面
罵

　
　
風
紀
者
6
有
鼠
講
循
。
濟
暴
騰
億
萬
斯
年
。

其
次
．
に
元
代
に
最
も
多
き
ロ
語
騰
の
聖
旨
を
載
せ
π
り
○

一
至
元
二
年
四
月
十
二
日
。
附
魯
怯
醜
。
第
二
日
。
延
春

　
　
閣
後
穿
廊
裏
芸
時
分
。
必
闇
赤
沙
加
班
等
有
來
○
本
壷

　
　
官
雌
木
兇
不
花
大
夫
○
撒
廻
大
夫
Q
脆
脆
中
丞
、
歌
中

　
　
丞
。
慕
侍
御
○
常
治
書
6
唆
南
経
歴
。
省
都
事
。
王
都
事
○

　
　
　
遽
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
憲
蜜
組
紀
考
離

蒙
古
必
謡
言
歎
嚢
加
　
等
奏
乃
発
展
世
魂
皇
帝
、
初
立

御
史
皇
。
委
付
大
臣
Q
選
用
好
人
∩
糾
察
百
司
○
紀
綱
庶

政
＾
鷹
飼
遵
依
難
行
到
如
今
。
於
國
便
民
っ
上
下
膿
続
。

全
備
了
的
。
若
不
紀
録
。
後
面
無
稽
考
○
有
壼
裏
藤
有

浩
選
り
諸
勢
不
備
的
上
頭
。
交
慕
照
從
立
藁
。
至
今
文

憲
縁
故
編
類
成
書
○
印
素
数
Q
世
業
皇
帝
初
立
御
史
毫

的
好
意
思
幕
見
富
者
Q
俺
商
量
來
・
○
交
歌
中
丞
○
慕
侍

御
○
唆
南
蛮
歴
。
唱
題
事
。
王
都
纂
〇
一
同
提
調
較
勘

定
ρ
於
南
毫
官
銭
内
慮
付
閣
板
○
紙
札
工
本
。
麟
造
完

備
り
俵
散
與
内
外
藁
察
○
廉
訪
越
呵
－
隠
里
奏
呵
。
奉
聖

冒
郷
般
者
6
當
刃
十
三
日
頃
交
懸
者
雨
露
。
太
皇
太
后

前
輪
呵
○
那
覇
者
塗
遣
監
督
ロ
ー
4
來
り
欽
此
。

（
右
聖
旨
課
文
）

至
元
二
年
四
月
十
二
日
、
阿
魯
が
番
直
の
第
二
日
、
延

春
閣
の
後
の
穿
廊
に
在
り
し
時
、
離
開
亦
緻
結
嚇
囎
渉

加
班
等
有
り
き
○
本
立
官
、
帖
木
陰
不
花
大
夫
、

撒
麺
大
夫
、
堅
磐
中
潜
、
歌
中
丞
、
慕
侍
御
、
常

　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
七
　
（
八
七
）



　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
憲
墾
通
紀
考
謹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
八
八
　
（
入
八
）

治
書
、
唆
母
型
、
術
都
事
、
王
都
事
、
讐
審
　
し
、
印
造
完
備
し
、
内
外
の
藁
察
、
廉
訪
司
に
俵
散

船
酷
警
急
紛
証
課
懸
茄
謙
れ
緑
帖
蒙
古
必
閣
　
霧
姦
し
て
與
へ
ば
密
箏
・
奏
し
た
れ
ば
、
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ご
と
く
せ
よ

蛮
書
加
　
等
奏
す
セ
、
欽
み
て
惟
み
・
に
結
「
を
奉
ず
セ
、
那
般
者
ご
、
當
早
ご
百
、
火
者
當
雛

皇
帝
、
初
め
て
御
史
峯
を
立
て
、
大
臣
に
委
付
し
て
　
　
　
を
し
て
、
太
皇
太
后
の
前
に
啓
せ
し
め
た
れ
ば
、
那

好
人
を
豪
し
、
養
母
察
し
、
嚢
を
紀
響
　
驚
喜
、
響
を
傳
へ
き
・
鋒
・
鰭
回

し
め
、
累
朝
遵
依
し
つ
・
、
嘉
し
如
今
に
到
り
、
國
こ
れ
に
よ
9
て
見
れ
ば
・
此
書
は
書
下
の
後
至
元
二
年
に

に
於
て
民
に
硬
し
、
王
下
の
騰
統
、
全
く
備
れ
る
こ
　
編
纂
せ
ら
れ
た
る
者
に
し
て
、
二
十
四
巻
の
大
部
な
る
者

ご
、
幽
し
紀
鍮
せ
す
ば
血
忌
稽
考
す
べ
き
こ
ご
な
《
　
な
り
し
が
如
し
、
而
し
て
其
の
實
の
編
纂
潜
は
、
又
播
廻

な
ら
ん
、
謙
雲
霧
疑
重
量
摂
氏
講
警
も
憂
の
後
序
に
よ
り
て
、
憲
趨
承
黙
る
こ
ご
を
知
る
を
得
。

に
は
薔
ご
洛
革
あ
れ
ご
も
、
爲
す
こ
ご
不
備
な
る
が
　
　
　
後
序

故
に
藁
を
立
つ
る
よ
り
今
に
至
る
ま
で
の
文
窓
の
縁
　
　
　
洪
惟
世
櫨
皇
帝
。
肇
古
墨
藁
∪
愼
簡
端
黙
り
任
以
耳
爵

故
を
墾
照
し
て
、
編
類
し
て
書
を
戒
さ
し
め
、
印
散
、
　
　
之
職
。
規
模
宏
詣
り
法
制
詳
備
Q
論
昔
輌
換
し
見
諮
簡

せ
ば
、
世
澱
皇
帝
初
め
て
御
史
壷
を
立
て
し
好
き
意
　
　
　
売
り
其
所
以
群
馬
風
化
、
昭
示
葬
典
。
緻
干
有
位
者
至

思
量
て
見
は
れ
ん
ご
。
俺
等
聴
糠
筋
綱
糟
繍
商
量
し
て
、
　
　
　
突
○
刻
簗
相
承
、
威
守
成
憲
。
今
聖
天
子
、
作
新
風
紀
。

歌
中
盤
、
遡
上
御
、
唆
南
経
歴
、
伺
都
事
、
王
都
串
　
　
　
耕
訓
是
式
り
擁
壁
思
所
以
王
髄
辰
衷
Q
下
振
綱
維
○
以

を
し
て
、
一
同
に
提
塁
壁
勘
し
て
定
め
し
め
、
設
備
　
　
　
爲
風
下
下
職
。
錐
已
頒
布
。
二
三
之
首
尾
ワ
制
之
因
革
Q

の
官
銭
の
内
に
於
て
、
開
板
の
紙
札
の
工
本
を
面
付
　
　
．
猶
未
震
畢
。
至
若
因
事
機
宜
。
随
時
立
制
濟
。
荷
不
備



　
　
載
澹
革
Q
無
以
詳
其
本
末
。
考
其
先
後
○
乃
命
憲
鳩
趙

　
　
承
禧
。
稽
之
簡
策
○
慕
以
案
版
Q
労
絢
曲
釆
。
彙
集
成

　
　
書
。
不
惟
法
制
始
絡
除
拝
先
後
Q
昭
然
可
観
○
而
軌
爲

　
　
邪
正
9
軌
爲
得
失
。
亦
不
二
掩
9
書
成
○
憲
臣
奏
請
刻

　
　
梓
。
墓
印
以
頒
内
外
Q
鳴
呼
Q
一
代
之
盛
典
也
，
凡
庸
是

　
　
職
の
任
是
責
者
。
朝
夕
披
玩
。
三
復
稽
考
∩
不
可
徒
転
部

　
　
前
。
抑
當
思
勉
蕨
後
。
食
聯
帯
。
居
其
官
。
可
不
儲
喘
干

　
　
中
。
以
圖
霊
嵌
職
哉
。
承
徳
郎
監
察
御
史
播
廻
謹
序
。

然
る
に
永
樂
大
典
に
存
せ
る
者
は
、
軍
に
一
憲
に
止
ま
り
、

且
つ
其
の
二
十
四
窓
中
、
果
し
て
第
幾
憲
な
る
や
を
も
詳

に
す
る
能
は
す
。
其
の
事
目
を
按
ず
る
に

　
．
併
海
西
遼
東
縞
入
山
北
東
西
溢
愚
察
司

　
　
照
刷
文
塞

　
　
設
立
憲
毫
格
例

　
　
監
察
劃
管
騰
察

　
　
行
憂
膿
察
等
例

　
　
騰
察
人
員
勾
當

　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
綴
墜
蛆
紀
考
献

藁
察
書
票
等
等

立
行
御
史
藁
官

監
察
合
行
事
件

御
史
皇
陞
正
二
品
官

更
提
刑
按
察
司
爲
粛
政
廉
訪
司
制

各
道
擬
設
書
吏
奏
差

承
登
司
管
勾
兼
照
磨

廉
訪
司
培
設
管
勾
黛
照
磨
一
人

立
郷
州
粛
政
廉
訪
司

江
南
漸
西
蓮
杭
州
概
司

官
吏
首
臓

廉
訪
司
官
墾
用
色
目
漢
人

風
憲
官
吏
臓
羅
加
重

廉
訪
分
司
断
職
官
會
議

命
禿
忽
並
聡
御
史
大
夫

命
頑
閲
爲
侍
御
吏

省
壷
共
議
選
用
人
員

　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
九
（
入
九
）



　
鑑
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
憲
肇
遜
紀
考
謹

立
陳
西
行
御
史
毫

整
治
事
理

照
刷
椹
密
院
文
憲

命
徹
里
爲
南
藁
御
吏
大
夫

復
立
京
兆
廉
訪
司

照
刷
鐵
冶
提
畢
丈
憲

選
用
風
憲
官
員
・

復
立
海
北
海
南
道
廉
訪
司

審
理
罪
囚
定
例

艘
覆
突
傷

照
刷
中
転
院
文
憲

整
治
藁
綱

殿
申
標
記
奏
事

選
用
色
目
監
察
御
史

西
藁
増
設
監
察
御
史
四
人

作
新
風
憲

命
三
思
不
花
失
海
牙
贈
爵
御
史
大
夫
制

　
　
　
　
　
鱗
一
號

夏
倉
史
爲
檬
史

作
新
風
紀

照
刷
徽
政
院
文
窓

命
伯
忽
爲
爲
御
吏
大
夫

命
脱
漱
爲
御
史
大
夫

瓢
防
官
員

牽
察
官
吏
犯
臓
加
重

復
立
陳
西
行
御
史
塵

復
立
陳
西
廉
訪
司

人
衆
委
問

照
刷
螢
田
提
墨
司
文
巷

廉
訪
分
司
断
職
官
會
議

入
衆
委
問

廉
訪
分
司
出
迎
日
期

命
朶
児
只
爲
御
史
申
亟

風
景
官
密
漁
吏
属

九
〇
　
（
九
〇
）

命
伯
忽
脆
獣
答
刺
筆
並
爲
御
史
大
夫
制

、



　
　
命
脱
禿
陰
帖
木
霊
不
花
並
爲
御
史
大
夫
制

　
　
御
史
毫
復
早
島
一
品

　
　
選
用
風
蜜
思
・
冒
冒
貝

　
　
急
用
官
員

　
　
揖
保
官
員

　
　
命
禿
忽
墨
縄
寝
惚
爲
御
史
大
夫
制

　
　
命
伯
顔
亦
列
氏
並
爲
御
史
大
夫
制

　
　
作
新
風
憲

　
　
三
唱
典
吏
充
書
吏

　
　
命
立
御
史
壼
題
名
碑

　
　
命
駈
落
兇
不
払
甥
路
博
軒
並
嬬
御
史
大
夫
制

　
　
照
刷
悉
皆
院
丈
憲

　
　
命
亦
繹
董
阿
爲
御
史
中
丞

　
　
命
脱
露
台
雁
隠
勢
並
爲
御
史
大
夫
制

　
　
命
普
化
爲
御
史
申
丞

　
　
不
許
三
分
斜
言

凡
そ
七
十
三
項
に
し
て
、
設
立
憲
章
格
例
よ
り
、
監
察
合

　
　
　
第
二
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
憲
蛮
凋
紀
老
溌

行
事
件
に
至
る
七
項
及
び
整
治
藁
綱
の
項
は
元
典
章
五
、

藁
綱
憲
之
一
に
載
す
る
所
ご
全
く
嗣
じ
く
、
且
つ
永
樂
大
・

典
本
は
、
前
後
錯
働
し
て
、
典
章
に
よ
り
て
之
を
匡
す
に
め

ら
ざ
れ
ば
、
殆
ご
繋
阻
む
べ
か
ら
ざ
る
秤
な
れ
ご
も
、
置
ハ
他

の
諸
項
は
旧
く
血
盆
早
に
晶
載
せ
ざ
る
所
な
・
り
、
血
盆
早
は
η
〈
至

治
以
後
の
事
全
く
敏
げ
た
れ
ば
、
其
の
欲
漏
を
補
ふ
に
於

て
、
此
書
に
遡
る
の
外
な
き
こ
ご
、
言
ふ
ま
で
も
な
し
Q

尤
も
典
章
の
藁
綱
憲
之
二
に
載
せ
た
る
三
十
四
項
は
、
亦

回
書
の
載
せ
ざ
る
所
な
る
が
、
こ
は
二
十
四
巻
中
、
僅
か

に
一
憲
の
み
和
存
せ
る
此
書
に
在
り
て
、
免
か
れ
難
き
所

な
る
べ
し
。
以
上
封
書
の
結
果
よ
り
考
ふ
る
に
、
此
の
残

存
の
一
霧
は
、
或
は
此
書
の
第
一
憲
な
ら
ん
か
ご
推
せ
ら

る
。

永
樂
大
典
の
窓
二
千
六
百
九
巷
は
此
書
の
績
集
を
載
せ
、
．

其
の
序
は
左
の
如
し
。

　
　
元
憲
豪
蓮
紀
績
集
序

　
　
國
朝
前
至
元
五
年
戊
辰
。
立
御
史
峯
。
後
至
元
二
年
丙

　
　
　
　
　
　
　
㌶
　
一
號
　
　
　
九
一
　
（
九
一
）
　
9



　
第
二
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
憲
蛮
通
紀
考
謹

子
。
作
憲
毫
堅
雪
Q
凡
建
直
定
言
Q
品
秩
之
増
崇
、
司
属

之
眉
雪
。
員
額
之
損
盆
∩
莫
不
備
載
。
至
於
累
朝
紫
黒

訓
電
○
昭
汐
干
篇
、
換
若
書
日
○
毎
一
論
判
○
如
親
承
威

顔
○
工
面
受
戒
飾
ら
仰
有
位
者
6
辣
然
而
善
心
生
。
善
感

書
纂
輯
Q
姦
徒
專
事
紀
載
。
於
風
紀
建
有
幼
云
。
後
十

有
五
年
．
蔓
臣
議
。
以
華
東
唐
惟
明
∩
撫
故
府
事
蹟
り
自

彊
子
巳
後
。
倣
前
凡
例
有
合
半
者
。
作
績
集
以
補
之
9

廼
至
正
十
二
年
正
月
廿
九
日
○
入
言
楼
上
有
旨
命
御

史
中
海
臣
○
環
。
駅
名
侍
御
薦
臣
詩
業
。
回
歴
臣
癖
馬

回
道
。
都
轟
臣
荘
文
昭
○
陳
敬
伯
等
。
重
加
墾
訂
。
以
南

三
一
博
論
○
付
漸
酋
憲
司
至
論
。
分
賜
内
外
宮
察
。
及

諸
滋
粛
政
使
者
。
於
是
正
玄
叙
三
士
端
Q
玄
乃
拝
手
玉

日
ら
昔
者
世
祓
皇
帝
。
建
號
紀
元
，
市
九
年
而
憲
毫
立
。

距
今
八
十
有
五
年
∩
而
憲
四
通
紀
一
再
作
夷
。
我
元
億

萬
年
0
無
露
　
理
説
○
是
黒
影
績
O
夫
有
紀
極
也
O
錐
然
Q

報
宗
建
雑
面
良
法
○
惟
其
所
慰
者
約
＾
所
執
者
中
。
故

國
治
之
久
。
壷
綱
之
重
。
相
爲
無
窮
。
今
夫
壷
臣
持
三

　
　
　
　
　
　
　
鑑
一
號
　
　
　
九
二
　
（
九
二
）
・

　
　
尺
之
法
。
量
定
天
下
之
正
邪
。
御
史
縮
方
寸
之
章
∩
而

　
　
論
天
下
之
利
病
。
蹄
於
一
着
而
己
。
成
周
立
政
有
常

　
　
伯
Q
常
任
漁
人
0
所
謂
準
入
者
Q
執
法
之
官
也
。
準
於
天

　
　
下
之
物
・
未
嘗
任
其
重
也
Q
書
論
下
之
物
Q
必
於
此
取

　
　
正
馬
u
知
是
道
也
∩
則
知
蛭
藻
之
初
意
∪
而
可
以
得
是

　
書
之
綱
領
築
。
愚
書
之
作
○
御
史
大
夫
也
先
帖
木
兜
糊

　
　
鳳
監
り
中
丞
皆
具
只
り
侍
御
史
剤
撒
兀
孫
6
秦
從
徳
。
治

　
　
書
吉
良
恰
台
。
成
協
議
云
。
丁
年
生
辰
二
月
り
翰
林
學

　
　
謹
承
旨
。
榮
豫
大
夫
○
知
制
詰
舌
頭
國
史
。
鰍
陽
玄
撰
Q

こ
れ
に
よ
り
績
集
の
編
者
が
麿
惟
明
な
る
こ
ご
を
知
る
こ

ご
を
得
。
次
に
叉
ロ
語
の
黎
旨
を
載
す
Q

　
　
至
正
十
二
年
。
正
月
二
十
九
輝
。
也
可
怯
酵
第
三
臼
。

　
嘉
禧
墨
壷
。
有
時
分
。
速
古
見
赤
恰
麻
○
朶
烈
帖
木
見

　
　
云
。
都
粗
朶
児
型
。
殿
中
空
豆
不
花
等
。
有
來
衆
憂
官

　
毎
商
量
了
○
朶
見
只
中
丞
。
杜
乗
舞
治
書
。
馬
馬
碩
理

　
　
経
歴
Q
陳
敬
伯
常
事
。
蒙
古
必
閣
葉
月
魯
帖
木
児
等

　
奏
∩
憲
毫
通
紀
一
書
Q
本
葉
沿
革
底
設
○
其
初
未
甚
詳



備
。
至
元
後
二
年
○
轟
彙
臣
廼
始
奏
講
編
進
成
書
○
角
自

己
五
年
Q
立
御
史
璽
早
書
。
凡
楽
観
定
制
。
詰
命
訓
飾
Q

輿
論
品
秩
陞
崇
○
衙
門
存
革
っ
諸
藩
姓
氏
り
莫
不
備
載
Q

轟
然
可
槻
。
半
時
蕨
後
。
十
叉
五
年
Q
聖
天
子
方
隆
治

化
。
法
度
修
明
○
紀
綱
振
畢
○
覗
世
運
初
立
壷
察
以
來
。

事
例
繁
簡
。
関
下
不
同
。
而
其
立
経
陳
紀
之
文
。
推
誠

置
去
之
美
。
有
光
前
烈
り
然
重
窓
冊
浩
繁
、
散
無
統
紀
。

若
不
再
加
編
集
り
無
以
垂
寡
雨
○
考
古
探
緯
成
書
○
凡

噌
十
五
憲
Q
名
日
差
人
通
紀
績
集
Q
俺
商
量
來
∩
毫
寮

内
敷
寝
爆
中
丞
O
杜
前
路
治
書
Q
馬
馬
碩
理
経
歴
。
荘

文
昭
。
陳
敬
伯
都
事
Q
一
同
提
調
較
勘
定
。
於
南
毫
隙

器
銭
内
Q
着
付
工
本
紙
翻
○
浄
潔
西
廉
訪
司
開
板
○
印

造
完
備
。
俵
散
與
内
外
壷
察
O
廉
五
重
呵
6
急
生
心
呵
。

那
般
者
∩
歴
滋
聖
旨
了
也
。
欽
此
Q

（
右
聖
旨
誓
文
）

至
正
十
二
年
正
月
二
十
九
日
、
也
可
が
番
直
の
第
三

日
、
嘉
蒋
殿
に
有
り
し
時
、
速
古
免
赤
陰
麻
、
動
労

　
第
二
笹
　
雑
纂
　
憲
塁
遺
紀
考
謹

帖
木
製
、
濃
縮
赤
、
朶
児
赤
、
蝦
鎖
鉢
臨
灘
聴
殉
殿
中

燕
赤
不
花
等
有
り
き
、
市
単
饗
鵡
斎
詔
諜
衆

蔓
官
毎
雑
慮
商
量
し
て
、
様
態
赤
中
等
、
杜
薬
葬

治
書
、
馬
込
碩
理
経
歴
、
陳
敬
伯
都
事
、
蒙
古
必
閤

赤
潮
塵
世
木
魂
等
軸
す
ら
く
、
憲
峯
通
紀
一
書
は
本

ご
壷
察
の
漕
革
の
駕
に
し
て
設
く
、
其
初
め
未
だ
甚

だ
詳
糊
せ
ざ
り
し
が
、
至
翠
巌
二
年
、
壷
匿
廼
ち
始

め
て
奏
潔
し
て
、
成
書
を
編
進
せ
り
、
二
元
五
年
に

御
史
壷
を
立
て
し
ょ
b
以
來
、
凡
そ
官
を
建
て
制
を

定
め
、
誰
命
訓
飾
ご
、
夫
の
ロ
㎜
秩
の
陞
崇
、
衙
門
の

存
革
、
髄
鞘
姓
氏
ご
備
さ
に
載
せ
ざ
る
こ
ご
な
く
、

粛
然
濁
る
べ
し
、
こ
れ
よ
り
そ
の
後
、
三
叉
五
年
、

聖
天
子
方
さ
に
治
化
を
隆
に
し
、
法
度
脩
明
し
、
紀

綱
振
畢
せ
グ
、
世
論
初
め
て
堅
塁
を
立
て
し
以
來
に

親
る
に
、
事
例
繁
簡
、
同
じ
か
ら
ざ
る
が
著
し
ご
錐

も
、
而
か
も
共
の
経
を
立
て
紀
を
陳
ぶ
る
の
文
、
誠
，

を
推
し
諌
を
納
る
、
の
美
、
前
烈
よ
り
光
な
る
あ
り

　
　
　
　
　
　
第
　
一
三
　
　
　
九
三
　
（
九
三
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
「
纂
　
　
憲
墾
通
紀
考
譜

　
　
然
り
而
し
て
憲
騰
浩
繁
、
散
じ
て
統
紀
な
し
、
若
し

　
　
再
び
編
集
を
加
へ
す
ん
ば
、
以
て
將
來
に
垂
示
す
る

　
　
な
け
ん
、
即
ち
命
じ
て
探
適
し
て
書
を
成
す
、
凡
一

　
　
十
五
憲
、
着
け
て
憲
毫
麺
急
雷
集
ご
日
ふ
ご
、
俺
商

　
　
超
し
て
、
壷
官
の
内
に
、
張
藤
中
丞
、
杜
乗
算
治
書
、

　
　
馬
馬
碩
理
経
歴
、
荘
文
昭
、
陳
敬
伯
郡
事
を
し
て
、
一

　
　
同
に
較
勘
し
て
定
め
し
め
、
南
毫
臓
器
銭
の
内
に
於

　
　
て
、
工
本
紙
剤
を
憾
付
し
、
漸
西
廉
訪
司
を
し
て
開

　
　
遇
せ
し
め
、
印
造
完
備
し
、
内
外
の
壷
錐
、
廉
訪
司

　
　
に
俵
散
し
て
興
へ
ば
い
か
ん
ご
奏
し
仁
れ
ば
、
そ
の

　
　
如
く
せ
よ
ご
の
契
急
な
る
ぞ
、
欽
此
。

此
の
績
集
も
亦
大
典
本
は
止
だ
一
筆
に
し
て
、
其
鯨
は
傳

は
ら
ざ
れ
こ
も
、
此
一
十
中
の
史
實
は
、
元
典
章
其
他
に

全
く
載
せ
ら
れ
ざ
る
導
爆
な
り
。
今
煩
を
避
け
て
共
の
事

目
を
暴
げ
す
・
。

此
書
に
關
す
る
前
人
の
著
録
如
何
を
考
ふ
る
に
明
の
文
淵

閣
書
黒
砂
＋
職
業
傑
政
書
の
都
に

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
三
　
　
　
「
九
四
　
（
九
四
）

　
　
憲
士
盤
通
紀
一
黙
一
一
盟

ご
あ
り
○
此
の
冊
数
は
恰
か
も
墨
壷
大
典
本
に
合
す
れ
ば

大
典
本
は
實
に
文
淵
閣
の
二
軒
置
に
よ
り
て
採
録
し
陀
る

齎
に
し
て
、
隠
構
巳
に
全
都
を
惚
へ
ざ
り
し
こ
ご
疑
な
し
Q

其
後
朋
の
雪
中
の
國
史
経
籍
志
に
史
類
職
官
の
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
し
む

　
　
憲
融
通
紀
二
十
三
巻
勘
”
為

ご
あ
り
○
播
廼
を
以
て
此
書
の
著
者
歯
す
る
こ
ご
巳
に
誤

れ
る
に
、
二
十
三
省
こ
い
ふ
も
、
亦
其
の
原
本
二
十
四
窓

を
誤
「
り
傳
へ
た
る
に
て
、
焦
紘
は
大
典
本
を
も
目
脂
ぜ
ざ

り
し
こ
ご
知
る
べ
し
9
然
る
に
清
の
銭
大
隠
の
名
碧
π
る

補
元
変
藝
文
志
に
購
職

　
　
趙
承
禧
憲
憲
通
紀
一
省

　
　
濡
麺
憲
蔓
通
紀
二
十
三
懇

　
　
麿
帷
明
憲
北
通
紀
製
麺
一
憲

ご
記
し
π
る
は
、
其
の
已
に
大
典
本
を
目
略
し
柁
る
が
爲

に
、
照
門
藤
、
屠
帷
明
の
名
を
知
り
導
燈
る
者
ご
推
ぜ
ら

る
、
に
、
猫
ほ
焦
紘
の
誤
を
承
け
て
、
播
延
を
も
著
者
の



中
に
加
へ
、
且
つ
発
揮
、
聖
母
の
書
を
並
に
一
憲
こ
し
陀

る
は
、
焦
乾
の
過
を
回
護
し
て
、
反
っ
て
目
賭
せ
る
大
典

を
疑
ひ
、
其
の
誤
を
重
ね
た
る
者
こ
い
ふ
べ
し
。

章
學
誠
の
文
史
通
義
、
繹
通
篇
に

　
　
六
卿
聯
事
∩
職
官
之
書
∪
亦
有
涌
…
之
義
也
。
奈
何
播
廻

　
　
取
有
元
御
史
之
専
守
。
亦
名
其
書
Q
謂
輝
輝
壷
通
紀
耶

ご
あ
り
、
章
氏
は
焦
乾
の
國
史
経
籍
志
に
熟
せ
る
者
な
れ

ば
、
亦
本
書
を
壊
す
し
其
の
誤
を
襲
へ
る
者
な
る
べ
し
》

上
覆
の
序
を
書
け
る
欧
湯
女
は
、
元
末
の
有
名
な
る
文
人

に
し
て
、
宋
遼
金
三
史
の
編
纂
を
も
圭
卑
し
、
経
世
大
典

の
纂
輯
に
も
閥
叛
し
織
る
こ
ご
、
人
の
知
る
所
に
し
て
、

元
亨
に
も
傳
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
こ
》
に
紫
説
せ
じ
。
但

現
存
の
欧
湯
壷
全
集
な
る
圭
齋
集
は
、
已
に
其
の
大
部
分

を
秩
し
だ
る
本
な
る
を
以
て
、
此
の
憲
豪
通
紀
の
序
も
亦

侠
篇
の
一
π
り
、
此
に
よ
り
て
其
の
集
を
補
ひ
並
べ
し
。

前
集
の
序
を
書
け
る
播
廼
が
今
B
に
知
ら
る
、
は
、
蓋
し

北
京
國
子
監
の
石
鼓
凶
器
訓
の
作
者
把
る
に
よ
る
に
過
ぎ

　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
憲
灘
癒
紀
考
説

ざ
ら
ん
。
要
事
は
元
史
に
傳
な
し
○
明
の
薦
脳
中
の
元
儒

考
馨
に

　
　
播
置
字
零
墨
。
元
城
人
。
博
學
能
文
Q
歴
官
子
三
業
、

　
　
集
賢
學
士
）
所
著
有
易
春
秋
學
庸
述
解
、
及
格
物
類

　
　
編
志
ハ
盆
路
臨
㎜
研
師
争
訟
閏
纏
阿
百
世
○

萬
筆
写
譜
に
課
す
る
所
も
全
く
洞
じ
。
郡
遠
李
の
元
史
類

編
に
は
其
字
・
を
．
騙
民
こ
し
、
著
書
中
に
眉
鼓
文
音
訓
放
を

加
へ
、
北
方
學
者
○
孚
単
管
師
表
。
の
句
を
触
へ
元
り
。
石

鼓
文
音
訓
は
現
に
國
千
監
に
存
せ
る
が
、
其
頴
下
に
は
櫃

山
播
廻
ご
あ
り
、
悔
山
は
大
名
府
に
在
り
て
、
元
城
縣
は

府
の
附
郭
の
縣
名
な
れ
ば
算
氏
が
増
訂
は
理
あ
り
ご
謂
ふ

べ
し
。
石
鼓
文
音
訓
は
面
恥
己
卯
五
月
に
作
ら
れ
、
即
ち

後
至
仁
五
年
な
れ
ば
、
卓
立
が
憲
壼
逼
紀
の
序
を
作
り
し

後
三
年
な
り
。
此
の
序
文
に
よ
り
て
麺
の
歴
官
選
に
は
、

更
に
盈
察
御
史
π
り
し
こ
ご
を
加
ふ
る
を
得
べ
し
O
石
鼓

丈
音
訓
の
中
に
同
寸
者
の
列
名
あ
り
て
、
其
中
に
翰
林
侍

講
學
士
迦
奉
大
夫
知
制
誰
同
脩
虫
笛
粂
國
干
祭
酒
歓
陽
玄
．

第
一
號

九
五
　
（
九
五
）

　
　
　
　
ρ



第
二
懸
　
　
離
　
纂
　
　
憲
盗
通
紀
考
謹

ご
首
に
載
せ
π
れ
ば
、
播
廼
が
欧
陽
亥
に
亜
ぐ
學
者
π
り

し
こ
ご
も
知
ら
れ
、
績
集
に
玄
の
序
あ
る
も
、
偶
然
な
ら

ゐ
因
縁
ご
見
ら
る
。

石
鼓
文
音
訓
は
元
代
の
小
業
に
興
す
る
著
作
こ
し
て
は
、

有
数
の
者
な
れ
こ
も
、
世
間
に
知
る
入
多
く
、
且
つ
煩
を

恐
れ
て
、
今
下
せ
す
。
但
こ
、
に
播
廼
の
作
こ
し
て
特
に

録
し
セ
き
は
、
高
麗
の
李
穀
が
稼
亭
集
中
に
載
せ
元
る
其

の
五
言
古
詩
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
名
播
麺

　
　
李
君
起
海
東
。
射
策
天
子
廷
。
文
如
箆
憐
情
。
倒
藤
高

　
　
屋
領
』
叉
如
常
山
蛇
。
首
尾
不
二
停
。
乙
科
己
二
黒
。
首

　
　
擢
乃
所
丁
＾
天
子
見
場
骸
。
同
列
顔
亦
遮
り
進
之
白
玉

　
　
堂
塩
瀬
以
鳳
皇
鰯
、
…
魏
…
魏
北
辰
居
り
亦
八
亦
八
環
衆
星
。
立
賢

　
　
本
無
方
○
郵
亭
亦
有
維
。
始
識
中
貫
大
。
萬
邦
此
儀
刑
。

　
　
聖
入
興
學
心
∩
夙
夜
靡
蓬
寧
Q
一
日
詔
天
下
。
萬
里
馳

　
　
飛
翰
∩
李
君
亦
在
行
。
因
之
胃
管
庭
。
遙
憐
鴨
線
來
。
再

　
　
再
郷
由
膏
Q
其
王
聞
詔
來
。
游
施
擁
郊
颯
。
天
清
海
無

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
九
山
ハ
　
（
九
山
ハ
）

　
　
波
○
父
老
扶
杖
聴
。
再
観
徳
化
盛
○
普
天
仰
皇
鰹
∩
爾
國

　
　
甥
舅
親
∩
里
余
東
戸
肩
Q
相
距
四
千
里
。
不
異
影
輿
形
。

　
　
爾
露
勿
久
留
。
使
我
心
妻
焚
Q
摂
養
響
胴
悪
。
堂
日
無

　
　
輔
耕
。
我
歌
爾
試
聴
っ
莫
待
霜
露
零
。

稼
亭
年
譜
に
よ
れ
ば
李
穀
が
元
朝
に
在
り
て
會
議
に
中
第

し
、
殿
試
に
も
亦
．
第
二
甲
に
入
り
進
士
出
身
を
賜
ひ
し
は

順
帝
の
元
統
元
年
に
在
り
、
翌
年
學
綾
を
勉
繍
…
す
る
詔
書

を
奉
じ
て
本
省
響
灘
都
心
雅
に
冒
す
る
あ
り
、
詩
中
、

黎
人
興
學
心
以
下
数
句
は
、
｛
實
に
此
事
を
謂
へ
る
者
な
れ

ば
、
添
廻
が
此
詩
も
元
統
二
年
に
在
る
べ
く
、
憲
憂
通
紀

の
序
に
先
つ
こ
ご
二
年
な
り
。
器
品
亭
集
中
に
は
欧
陽
立
、

陳
族
、
掲
幾
斯
、
黄
漕
、
蘇
天
子
、
貢
熊
野
、
余
闘
、
張

欝
欝
等
の
詩
文
を
載
せ
鳴
れ
ば
、
播
廻
が
此
等
諸
人
ご
名

を
聴
し
う
せ
し
こ
ご
も
知
ら
る
べ
し
。

工
む
ら
く
は
趙
塵
溜
、
唐
惟
明
は
皆
微
官
な
れ
ば
、
其
の

履
歴
を
知
る
に
縁
な
き
の
み
o


